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                                          様式３ 

               

会  議  記  録 

 

 

 次の審議会（協議会）を下記のとおり開催したので報告します。 

 

 

審議会等名称 

 

 

 

令和５年度第２回近江八幡市社会教育委員・公民館運営審議会委員の会議 

開催日時 

 

令和５年９月２８日（木） １３：３０～１５：２０ 

開催場所 

 

近江八幡市文化会館 ２階 会議室２ 

 

出席者 

会 長◎ 

副会長○ 
＜社会教育委員＞ 

◎大橋委員 〇中江委員  山田委員  松本委員  葛島委員  

  松岡委員  吉井委員  三木委員  重野委員  綿貫委員 

   

 

＜説明者・事務局＞   

生涯学習課 冨江課長 温井指導主事 田中主事 瀧口事務員 

次回開催予定日 

     

令和６年３月 

問い合わせ先 

所属名・担当者名： 近江八幡市教育委員会事務局生涯学習課 田中 

電話番号：０７４８－３６－５５３３ 

Ｆax番号：０７４８－３６－５５６５   

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：045000@city.omihachiman.lg.jp 

会議記録 発言記録・要 約 
要約した 

理由 

内容が整理され、記録として残すこと 

に適しているため 
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１．開会 

（１）挨拶      

 

 

委員長挨拶 

 

会議出席者の報告 

 ↓ 

議事交代(委員長による議事進行) 

 

２．報告・協議事項 

（１）令和６年度安土名画座・市民大学講座の検討 

 

この会議には何年間か参加しているが、いったい何を提言するべきなのか、提言

できているということが必要だが、何もできていないように思う。自分の足元がど

うなっているか分かっていないと考え、何か一度覗いてみようと安土コミセンに置

いてある掲示物やパンフレット等を確かめてみた。9 月 5 日時点で 198 件あった。

発信元は国・県・市やその関係機関、NPO 法人、学区等ありとあらゆるところが出

している。内容も啓発、募集、案内や機関誌等様々である。私が見るべきかもしれ

ないものがこんなにある。個々の人が、本当に自分が見るべきものに到達するのは

無理ではないか、何とかならないかと、表をまとめて思った。 

近江八幡では Facebook に近江八幡子育てネットワークがある。子育てという切

り口で情報に出会えるようまとめてくれている。キーワードを入れれば縦、横で切

り取って必要な見るべき情報が出てくるようなことが出来ないか、便利な時代だか

らうまく活用していければと思う。 

先ほどの事務局の説明で、市民大学講座を桐原コミセンで開催されたとのことだ

が、桐原学区以外の人がどれだけいたか、そういうこともつかめると今後どこで開

催するかの参考になるのではないかと思う。 

 

先ほどの参加者の内訳ですが、申込受付の時に住所を聞いているので、調べてど

のような傾向があるか分析させていただきます。 

 

令和 5 年度の開催場所は桐原コミセンばかりだが、なぜそうなっているのか。 

 

理由としては、施設の新しさ、駐車場の広さなど利便性が高いと判断し今年度の

開催場所として選択している。来年度は検討し違う会場も活用していきたい。 

 

各コミセンで順番にやっているのではないのか。 

 

順番ではなく、施設の状況や環境を考えて選択している。 

 

桐原でやると桐原学区の人が多くなり、他学区の人は少ないのではないか。催し

物の内容によって場所を変えてもよいのではないか。 

 

お聞きしたような偏りを生むような課題を検討して、開催場所の選定を行ってい

きたい。 

 

私は市のスポーツ協会の方に携わっているので、スポーツの方に目が行くが、ス

ポーツに関する講座がない。コロナで行動制限があったから実施できない時期があ

ったが、5 月からようやく行動制限もなくなりスポーツの分野も出来るようになっ

たと思うので、スポーツ関係も取り入れてもらえたらと思う。ゲートボール、グラ

ンドゴルフは協会もあって楽しまれている方も多いが、生涯スポーツとしてニュー

スポーツがあるので、ニュースポーツ体験教室というようなものを計画して頂いた

らどうかと思う。 
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年度で会場を同じにしないといけないということがないなら、R25 に国スポ・障

スポがあるということで、スポーツの講座を取り入れるとしたら、同じ会場ではな

くそれに合った会場に変えるという工夫をされるといいと、今の意見に対して思っ

た。市役所も国スポ・障スポを PR されているので、社会教育として生涯学習課も

共催で、障スポの方は社会福祉も関係してくるので、連携されながらされるといい

のではと思う。 

 

中江さんがおしやった国スポの競技種目は近江八幡市ではバレーボール、軟式野

球等であるが、それ以外にデモンストレーションスポーツとして近江八幡市はウォ

ーキングをやる。他の市町はニュースポーツをやる。そのようなこともあるので、

市民の方にニュースポーツに親しんでいただける機会となったらいいと思う。 

 

ただいまの中江委員、松本委員の意見をお聞きして、場所を工夫するというのが

一つできることかと思う。国スポも近いのでそのような要素も積極的に取り入れて

いけたらと思う。 

 

安土名画座の件についてだが、大学で映画の授業を受けた経験から、映画の裏話

や背景を聞けた方が、ただ見るだけでなくて講座のように、先生が来てくれて教え

てくれるものがあれば、満足度が上がるのではないか。 

場所について、何回くらい開催するかにもよるが、同じ内容で場所を変えて実施

できるといいのではないか。広報やポスターも一回で済むし、面白そうと思ったと

きに、“遠いから無理”ではなく、“ここなら近いから行こうか”となる。巡回のよ

うにできたら、偏りが無くなっていいのではないかと思う。 

 

安土名画座は何で知りましたかとのアンケートの結果から、ポスターではだめだ

と思える。広報が圧倒的に多い。参加者が集まらないとぼやくことがあるが、伝え

方が悪いのではないかと思える。広報のインフォメーションを見ても何のジャンル

かとか何をやるのかなど内容がすぐに読み取れない構成だと思うが、これだけ広報

が有効なのだからもっと工夫してほしいと思う。先ほど作成してきた資料では、ジ

ャンル分けできなかったが、安土まち協で子供向けにやっている映画会は物凄い人

気である。やりようによって、人気になる。子ども子育ての視点から子供向けのも

のをやっている。ところが、放映権に経費がかかるなど問題もあり、市の事業とう

まく繋がれないか議論して形にしていけないかと思う。伝える形にしても「子育て」

「スポーツ」など縦横無尽な切り口で見つけられるようにするのは可能ではないか。

例えば、西の湖カレンダーのサイトでは、西の湖に関連することがいろいろ出てく

る。花火、ヨシ明かり展、ヨシ狩り、燕の観察など出てくる。市では先ほど話で出

たスポーツもやっているものがあるが、うまく宣伝できていない。アンケート結果

の市の広報で知った人が圧倒的に多いことに私は注目したい。 

 

このような講座になかなか参加できていないというのが現状だ。 

コミセンでいろいろなことをしていることを、学区内でも知っている人は知って

いる、知らない人は知らない。学区でそれぞれやり方がある。参加者が少ないとあ

るが、参加者の年代がどのくらいなのか、見ていたらほとんど高齢者で交通手段の

ある人しか行かない。近いところで少しずつでもできればと思う。大きな自治会館

も利用すればいいのではないか。それと子育て世代が一番大事だが参加が少ない。

生活様式が変わって、子育てに悩む人が多いようで、保健センターで子育てのこと

をやっているのは来る人が多い。そういったところにも出向いてちょっとしたこと

をしていく、お金がかからない形、地元に密着した形というのは、これから視野に

入れていかなければならないと思う。 

 

中央公民館事業ですが、今の近江八幡市には各学区に公民館という名前はなく、

すべてコミセンである。昔は社会教育事業は公民館でしていた。まち協になっても

事業に組み入れられているが、学区によって特徴があり差がある。この差をどうす
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るか議論したこともある。例えば会場を変えるのを、高齢者率、子育て世代の比率

の違いから見ればどうか。コミセンと社会教育の連携が離れているように思う。福

祉の施策でも同じだが、まだまだ縦割りが問題である。市民講座もお金をかけてや

っている。皆さんに来てもらおうと思うなら、以前各学区のまち協と社会教育委員

の会議をしたような連携を続けていくことが必要だと思う。 

 

皆様ご意見ありがとうございます。副委員長のお話にあった、まち協との意見交

換会は、コロナ禍前は積極的に実施されていたが、しばらくできていない。事務局

としても復活させたいと考えている。早ければ次回、あるいは来年度に出来ればと

思っているので、よろしくお願いしたい。 

 

ポスターはあまり見られていないことについて、ラインは登録しないと来ないわ

けだがラインの方が比較的見やすい。市の広報は記事が小さいがそれを見て講座に

これだけ来るのは凄いことだと思う。ポスターに関しては、普通に作ったものでは

目に入らないのではないかと思う。ポスターは目に入らないとだめで、目に留まら

なくて来られていないのではないかと思う。お金がかかるが、プロに頼むと目を引

くポスターが作ってもらえる。 

ネットで求める情報が出てくるというのは若い人には活用してもらえるが、高齢

の方には難しいのではないかと思う。やはり、広報誌やポスターといった目で見て

わかるものがまだまだ必要かと思う。参加してみたいと思わせるためには目に入る

ものが弱いのではないかと思う。 

 

今のご意見について、ポスターがだめというわけではない、例えば図書館にポス

ターを貼らしてほしいとお願いしても貼る場所がない。A4 サイズなら可能だが大

きなものは無理だった。チラシを置いてもらうのも目立たない場所だったりする。

各戸配布でも「そんなの入ってた？」と言われる。燕の観察会は 10 年ほどやってい

るが、安土学区以外の参加者の方が多く、他市町からという方もある。お知らせを

広く流すということは大事である。たくさん広い所から参加してもらうのを、積み

上げていくということを考えていかないといけないのではないか。安土コミセンに

は、他の学区の情報は来ていない。学区の広報は学区内でと発想が内向きだ。どう

してもっと外向きにやっていかないのかと思う。今回、安土コミセンの広報物の資

料を作ってきたのは、こういうものを何か糸口にして、いろいろな角度から活性化

させてみたらどうかと提言させていただきたかった。 

 

ポスター等のデザイン云々ではなく、なんとなく作ったものではなく、何かしら

の工夫があったらいいなと思う。例えば、かわいいだけでも目について見たりとか

あると思う。なんとなく作ったものを、なんとなく配るのではなく、人が来てほし

いというために、なんとなくにしないでほしいと思う。 

 

そのような意見をもらうと、ポスターやチラシの作り方を講師を呼んで勉強会を

すれば値打ちがあるのではないか。今のような意見をもらうとそういう発想が出て

くる。いろいろな意見をみんなが言わなさすぎると思う。 

 

国際ソロプチミスト近江八幡に所属しており、年 1 回子育て支援の集いを開催し

ている。コロナ禍前は幼稚園、保育園を通じて子供たちにビラを持ち帰ってもらえ

たが、コロナの影響で園からそのようなことはできなくなったと言われている。コ

ミセンに置かせてもらったりしているが、なかなか人が集まらない。対応として、

会員が近所の各家庭にビラをもって案内に回ったりした。参加してくださった方に、

何を見て参加してくださったか聞くと、市の広報だった。最近の若いお母さん方は

ラインでつながっている。このようなつながりを組織と連携してうまく使えたらい

いなと思う。私たちの世代はスマホを持っても上手く活用できない。何かヒントを

頂けたらと思う。 
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先ほどのポスターの作り方ということに関してですが、私は地域学校協働活動推

進員をやっているが、ずいぶん前の話になるが、市の広報担当の方が来てくださっ

て、活動報告を作るときに写真をどう撮ったらいいか、どう載せたらいいかを教え

てくれたことがあった。県でも勉強会があった。ためになったし面白かった。困っ

ていることにすぐ役立つし、行きたいと思わせる魅力があった。 

あいあいという子育て支援に関わっているが、若い新しい団地のお母さんは広報

をもらっていない方がいて、ラインでもらっているとのことだった。安土のコミセ

ンや支援センターで子育てのことをやっていると話しても「コミセンどこですか？」

となる。ラインだけだと届かない情報もある。市の方にお願いだが、自治会に入っ

ていない世代も多くなると思うが、転入してきた人に、ラインのことだけでなく、

コミセンや支援センターの資料も配って案内してもらえるといいと思う。 

 

広報は基本的に自治会に入ってる入ってないに関係なく配るのが原則。自治会ご

との方針の為自治会の役員しか分からない。市での転入時もほとんど説明をしてい

ない。手続きしたら早く帰りたいとか、煩わしいというのが若い世代の考え方の傾

向で、ごみ出し等生活に関わる最低限のことしか説明できない。あとは自治会の問

題、マンションとかは管理会社の問題となる。自治会が広報を配布すれば年間配布

数に応じた経費が自治会に入ってくる。住民は税金を納めているのだから、広報の

配布はごみ収集と一緒のことではないか。自治会に入っていないと言って近所づき

あいをしないことはない。 

ラインもいいが、市の HP で広報は見られる。その都度情報が来るタウンメール

の登録を勧めている。学校の情報も届く。広く周知したいお知らせはタウンメール

にお願いすると目に届くのではないか。 

 

タウンメールは凄くお母さんたちを動かす力がある。変質者が出たとかの情報が

届くと忙しくてもみんなが動く。 

 

参考までですが、長浜市では、昨年、社会教育の基本方針作成の為、市民にアン

ケート調査を行った。先ほど媒体の話があったが、広報等紙媒体はほとんどが高齢

者、若い人は SNS というような電子媒体から情報を得て参加されているという結

果が出た。参加者を募る場合は両方の対応をしたほうがいいと思う。ただ、働き盛

りの人達は参加してもらいにくいとの調査結果である。子育て世代と高齢の方は媒

体が違うとはっきり出ているので参考にしていただければと思う。 

コミセン間の連携ですが、長浜市の例ですが２か月に１回 5 つか 6 つのコミセン

が寄って情報交換している。主に実務担当者が出席し、年間行事等の情報交換、グ

ループでの意見交換そして共有するということをされている。他のコミセンが何を

やっているか知る上でもコミセン間の連携は必要で、それを所属する住民に情報発

信していくことが必要かと思う。また、長浜市の場合は、ほとんどのまちづくりセ

ンターが、まちづくり協議会の指定管理である。まちづくり協議会でも年に何回か

一堂に会して情報交換を行っている。やはりこういう仕組みは必要だと思う。同じ

まちづくりセンターなのでやっていることを幅広く知ってもらうためにも連携は欠

かせない。近江八幡ではあまり連携されていないと感じるので、是非枠を超えて連

携していってほしい。いろんな方に参加していただこうとするなら連携に取り組ん

でいくことは必要だと思う。長浜市でも試験的に行っている段階だが、なんらかの

参考になればと思う。 

 

近江八幡でもコミセンの事務局長会、センター長会を定期的にやっている。その

中身が問題で、大きな行事については情報交換されているが、細かな身近な問題や、

個々の学区で通常やっているようなことは触れられていない。会議は時間が限られ

るのでそうなってしまう。そこで、こういった市民大学講座などの連携が出来てい

ないことが課題かと思う。市役所各課の情報でコミセンに関係のあることは、会議

の中で市として全員の共有事項として情報提供したらどうか。会議の時間が長くな

るが、事前に資料を渡しておけば会議時間の短縮はできると思う。コミセンで会報
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が発行されているが、学区の行事の案内はあるが、市の広報の内容はない。市の情

報も入れてもらえれば、学区の会報の方が皆さん見ているので良いのではないか。

学区の HP にしかないような学区のいろいろな情報も、市としてまとめてうまく発

信していければいいと思う。 

 

参考までに、長浜市のまちづくりセンターは HP を立ち上げて、いろいろな情報

を流している。やはり、各コミセンで HP を作って情報発信するということは大き

な力になると思うので、出来るところは HP を立ち上げていただくのが良いと思う。 

 

他によろしいでしょうか、無ければ次に進ませていただきます。 

（２）の「部会の報告について」事務局からお願いいたします。 

 

（２）「学校と地域の連携協働」部会の報告について 

 

この部会に参加させてもらった。話を伺って、地域地域で全然違うということが

分かった。みんなが各地域のいいとこどりをしていったらよいのではないか。違う

地域のことを知るこのような活動はためになると感じた。 

他でも地域を良くするための推進員の取組などを行う上で、地域の会館を見たら

その町のイメージがよく分かる。ここから 1 時間もあれば行けるところがたくさん

ある。長浜市も電車で行けば早いので視察もありかと思う。 

 

実は、その構想は少し前から出ていて事務局や長浜市の担当者とも話している。

長浜市では、コロナで休会していた部会を再度立ち上げ体制を整えているところで

ある。体制が整えば、交流させていただきたいと思っている。長浜、近江八幡それ

ぞれにいい実践がありお互い学ぶ点があると思うので、いいとこどりで有意義な交

流が出来たらいいと思う。 

 

長浜市の体制が整うのを待っているので、よろしくお願いしたいと思う。 

 

このような話はどこを起点にしてどちら向きに議論をしたらいいのか難しい。こ

こに住まいするものが、提案してそれを積み上げて行くといいのかと思うが、私た

ちの身の回りにあることを全て満足のいくようにするのは難しい。ジャンルがたく

さんありすぎて住人の数だけあるとも言える。市としてこういう方向で行こうとい

う、何か柱を挙げる必要があるのではないか。抜けていることを言いだせば切りが

ないが、当面の柱を絞り修正をしながら市で示していく必要があるのではないか。

例えば、子育てについては示しやすいのではないか。近江八幡市は当分これを推し

ていこうというものがあるといい。他市町の話を聞いて、いいなと思うことはたく

さんあるが、全部取り入れられるかというとそうもいかない。近江八幡市としてや

る方向を頭に置きながらやっていくべきではないか。会議があっても毎回違う話を

させてもらっている。何か柱づくりはできないかと思う。 

 

前回の会議で、生涯学習推進の実施計画についての一覧をもらった。この分野は

あるがこの分野はないといった話が出た。市政運営にはいろんな部門があり役割が

ある。社会福祉行政なら生まれてから最後まで何が大事かとかの議論をされ、社協

では高齢者のいろいろなことを、考えておられる。近江八幡市全体で連携してやっ

ている。何もかも社会教育委員会が考えてでは難しい。この中で一番何が大事か。

昔からずっと思っているのは、親になるのに資格試験はない。今の時代何かが欠け

ているのか、子が親を殺す、親が子を殺すとか虐待とかニュースになるけれど、い

じめ、不登校等教育分野でもいろいろ課題がある。何が一番大事か考えながらそれ

を中心に議論していきたい。この前の議論が終結していないのに、今日の会議は違

う議題になっている。前回の議論で結論がでたようには思っていない。近江八幡市

の社会教育委員会として何を一番重要視していくか、何か提言できればいいと思っ

ている。1 年 2 年かかるかしれないが、十分話し合っていくことが必要だと私は思

う。 
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委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

僕の考えですが、社会教育の領域で、あまりテーマにとらわれず色々な情報を集

めるのがいいのではないか。社会として何が問題か、何に困っているのかというよ

うなことを集める。議論しても結論はでない。しかし、ある程度専門の部署がある

から、そこに問題を提議して回答をもらうようにする。なかなか回答はもらえない

ので、どこまで検討が進んでいるかの進捗状況をもらうといい。この場は、結論が

出る場ではないので、いろいろな提案ができるといいと思う。 

 

 私の考えもそれに近い、資料を作ってきたのは、一度これを軸においてみんなに

情報が浸透する方法を徹底的に検討してみたらどうかとの思いだ。いろいろな魅力

的な情報を見落としていた、知らなかったとならないように、みんなに届く術を作

ってみたらどうか、それをみなさんがどう思っておられるか議論してみたいと思っ

た。各学区の情報も含めた全ての情報を近江八幡で網羅してみんなに届きやすい方

法を試してみたら、今まで参加しなかった人が参加してくれるのではないか、実験

してみたら何か新しい気付きが出てくるのではないか。高齢者にラインは難しいと

いう話もあるが、あと 5 年 10 年したら、今の親世代が高齢者に近づいてくる。今か

らネットでの情報提供を浸透させておけば、その頃にはスムーズにできる時代にな

るのではないか。何か提案するとしたらこれしかないと思い資料を作ってきた。 

 いろんな情報をまとめて発信するのは、情報システムの得意な大学生のアルバイ

ト等を雇用すれば簡単にやってもらえるのではないかと思う。 

 

 今の親世代がラインや SNS を使っている。各コミセンが HP だけでなく公式ラ

インを作って周知させて情報が勝手に入ってきたら、降ってわいてきたら、みんな

見る。その中から必要な情報を得られる。HP は自分から見に行かないと情報を得

られない。今は市が公式ラインでやっていることを、各学区でコミセンがやれば、

5 年後 10 年後にはもっと周知できるようになるのではないか。 

 

 「何をやろう」というネタとして、提案させてもらった。これから後、具体的な

ことは、いろいろな考え方、見方があるので、面白いものができるかもしれない。 

 あまりにもたくさんの情報があるのに、私自身が知らない。みんながいい情報を

知っているということが、実現できないだろうか。コンピュータに詳しい人を上手

に使えば、すごいものを作ってくれる時代ではないかと思う。 

 

 参考までだが、行政を動かそうとするなら、きちんと文書で提案しなければなら

ない。言葉だけでは通らない。社会教育委員会という組織で提言なり要求なりをし

ないと絶対動いてもらえない。 

 

以前、中央公民館を名称だけでなく施設も残してほしいと、委員長名で市長に提

言書を提出したことがあるが、トップの考え方で現在に至る。社会教育委員会とし

て、センター的機能が必要である等提言したが、報われない形となった。しかし、

議論したという歴史はあるので、やはり何らかの働きかけをしたということは必要

だと思う。 

 

 社会教育委員会として何をやったかを文字に残しておくこと、提言することが必

要である。長浜市でも、今年度から提言書を作成する方向になっている。社会教育

委員会議のステイタスを高めていく、社会教育委員会議がやっていることを庁内に

認識してもらう、そのためには、活動を活字に残していくことが必要である。毎年

度柱を作って、それに対してこれをやったと提言という形で提出することがいいと

思う。インパクトがあるのではないかと思う。いろんなことを実現させていくため

には、社会教育委員会議を活用して要求をきちんと行政に届けていくことが必要か

と思う。今年度は無理でも来年度に向けてこういう方向性でできたらいいのではな

いかと思う。 

 

現時点では社会教育委員と言えば「これ」と言える確固としたものがないので、改

善できるよう引き続き動いていきたいと思う。 
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 議事終了 

 

３．連絡事項  

説明について、意見・質問を求める。 

 

 子若の相談に対して、課内会議やケース会議があるが、マル秘が多く、参加した

人しか知りえない。会議の統計内容について、何に対してしたのか、誰が参加した

のかなど、どんな形で行われたか分かるといい。ケース会議に参加したことがある

が、次こうしますというのがなく、その場の話だけだった。やはり続きがあって、

結末まで行くのにどのような過程を経ているか、出席者に見えない。最後まで見届

けたいと思うが、そこまで行きつけない。問い合わせてもペースが遅いと感じる。

デリケートな問題で複雑な面もあるだろうが、まだまだ縦割りで横のつながりが薄

く、情報交換が出来ていない。今後を期待して見守っていきたい。 

 

 M 委員のお話に関連して、生涯学習課には学校現場からきている職員が 4 名い

る。その職員がそれぞれに各中学校区を担当し、就学前から高校生、特に家庭的に

しんどさを抱えている子どもの情報を各中学校区の先生方と共有している。その情

報を、さらに課内会議で子若担当者らと共有する。それで終わらず、子どもたちを

どこに繋げるか、市の他の機関と関わっているかとか、家庭内の兄弟関係では校園

がまたがっているケースもある。行政機関であるつなぎ役として、他課とつなぐ役

割を担っていることを重視し、M 委員に助言いただいたようにできるように、横の

つながりを深め、他課とケースごとにサポートの確認をしながら、また、心配度の

高いケースでは外部の専門家にも相談し医療機関にまでつなげていくことが必要だ

と思う。生涯学習課に子ども・若者相談窓口ができたということは、この役割を担

っていく必要性がある。子育て世代の保護者で孤独感や不安を抱える人、家庭の中

でも安心して過ごせない子供たちがいる。そのような子供たちに一人でも多くかか

われるよう、社会や学校をサポートできることを目指して頑張っていきたい。社会

教育委員の皆さんからどういう支援や場所が必要かというご提言をいただけたらと

思う。 

 

 閉会の挨拶 

 

 閉会 
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